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粉体加工技術の開発支援粉体加工技術の開発支援
中小企業支援中小企業支援

－マイクロからナノへ－－マイクロからナノへ－

アミノ酸を配合した液状食品や化粧品を得るこ
とも期待できます。現在、その成果が共同で特
許出願されております。
　皆様の新技術・新製品開発を支援するために、
都産技研は常にナノスケールでの高度な粉体加
工技術の開発とともに必要な加工機器や分析評
価装置（図2）の整備に努めております。ご興味
のある方はお気軽にお問合せください。
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ナノスケールへ突入する粉体の加工技術
　粉砕・分散・混合・複合化や成形・焼成など
粉体材料の加工技術は幅広い分野において欠
かせない基幹技術です。従来製品の高付加価値
化や新製品を創出するために、マイクロスケー
ルよりもさらに微細化し、すなわちナノスケー
ルで粉体加工を行うことが求められます。しか
し、1μmより細かい粉体粒子の加工や粉体物
性の分析評価は難しく、多くの中小企業は単独
で解決しにくい課題を抱えています。都産技研
は、共同研究や依頼試験など様々な事業を通し
て中小企業の粉体加工技術開発を支援しており
ます。

～最近の支援事例～　

難溶性アミノ酸結晶の超微粒子化　
　難溶性アミノ酸は健康食品、化粧品や医薬品
分野に極めて有用なものですが、水に均一かつ
安定的に分散させにくい問題点があります。こ
の課題を解決するために、都産技研はアミノ酸
専門メーカと共同で難溶性アミノ酸の超微細
化技術の開発を行いました。難溶性アミノ酸類
の化学構造に親水性基を導入する改質法ではな
く、粉砕法でその本来の性質を保ったままでの
超微粒子化により安定した分散液が得られまし
た（図1）。この技術によれば、難溶性アミノ酸
の吸収性や透明感など性能が向上するばかりで
なく、特定機能の発現に必要十分な量の難溶性

図 2　左の写真は粒子径分布測定装置、右の写真は走査型電子顕微鏡
これらの装置がマイクロからナノまで種々の粉体材料の基本物性を評価するために使われています。

図 1　難溶解性アミノ酸粒子とその分散液
Aは従来品の結晶粒子で、Bは超微粒子化した結晶粒子
の外観を示す。（C）従来品を水に分散してもすぐに沈
澱しますが、（D）超微粒子化した後に安定した分散液
が得られます


